
第５学年算数科学習指導案
１ 単元名 面積

２ 単元について

（１）４年生では，面積の単位を学習し，広さをその単位のいくつ分として表し，面積の意味と表し方を身に付けてき

た。その中心として，正方形や長方形の面積の求め方を考え，公式としてまとめてきた。５年生では，それらのこ

とをもとに平行四辺形や三角形，台形，多角形などの基本図形について求積に必要な長さを測り，公式を用いて面

積を求めることができるようにすることがねらいである。

今回の指導で特に大切にしたいことは，公式を覚えて使うのではなく，子どもたち自身が，既習の知識，技能を

もとにいろいろな考え方やアイデアを出し，面積の求め方が分からない図形の面積を導き出す経験をすることであ

る。子どもたち自身の具体的な操作活動を通しながら，自分たち自身の活動で求積公式を導かせていくことが，見

通しを持ち筋道を立てて考えるという数学的な見方考え方を伸ばすのに重要であると考える。

（２）導入場面においては，長方形の面積の復習，および長方形を分割させ，未習の図形を作る活動を取り入れること

で 「自分でも解けそうだ 」という自分なりの学習の見通しをもたせる。， 。

既習の図形の求積方法をもとに考えるという思考の方向性を明確にするために，どんな図形に変形し，どこにど

うやって合わせると既習の学習を生かせられるのか根拠を明らかにさせながら試行錯誤させる。

本時では，示した図形に必要な数値を示さず，線を書き加えたり，図形を変形したりして必要な数値を自分で測

らせる。また，方眼で書いた平行四辺形や切り取った平行四辺形を必要とする子どもには，自由に使えるようにし

ておく。そして，いろいろな考えの中から共通点を見つけさせ，求積に必要な要素がどこにあたるのかをはっきり

させ，公式へと導きたい。

３ 目標

○ 既習の面積公式をもとに，三角形，平行四辺形の面積を求める公式を進んで見出そうとするとともに，面積の求

め方やその考えを，様々な図形や場面で活用しようとする。 （算数への関心・意欲・態度）

○ 既習の面積公式をもとに，三角形，平行四辺形の面積の求め方を考えたり，面積の公式を作り出したりするとと

もに，三角形の高さや底辺の長さに着目して面積の変化の様子を考えることができる。 （数学的な考え方）

○ 三角形，平行四辺形の面積を求める公式を用いて，面積を求めることができる。

（数量や図形についての表現・処理）

○ 面積の大きさについて感覚を豊かにするとともに，三角形，平行四辺形の面積の求め方が分かる。

（数量や図形についての知識・理解）

４ 単元計画（全１３時間，本時７／１３時間）

（１）第１次 三角形の面積（６時間）

① 直角三角形の面積の求め方を考える。

② 一般の三角形の面積の求め方を考える。

③ 三角形の面積を求める公式を考える。

④ 高さが外側に来る三角形の面積を求める。

⑤ 必要な長さを測って三角形の面積を求める。

⑥ 四角形の面積を三角形に分割して求める。

（２）第２次 平行四辺形の面積（３時間）

① 平行四辺形の面積の求め方を考える （本時）。

② 平行四辺形の面積を求める公式を考える。

③ 三角形や平行四辺形の面積の求め方の練習をする。

（３）第３次 面積の問題，復習（４時間）

① 三角形の求積公式の高さや底辺を変えたときの，面積との関係を調べる。

② 三角形を長方形の面積の関係を考える。

③ 凧形，ひし形，台形の中から選択した四角形の面積を，既習の面積公式を用いて求める。

④ 復習をする。



５ 本時の学習指導

（１）本時の目標

○ 平行四辺形を長方形に等積変形したり，三角形に分割したりして，面積を求めることができる。

， 。○ 等積変形したり分割したりした図をもとに 平行四辺形を求めるために必要な部分を確かめることができる

○ 自分の学習のめあてをはっきりとつかみ，見通しを持ちながら作業を進め，他者とのアイディアの相違を明

確にすることができる。

（２）学習指導過程

学習活動・意識の流れ 支 援 と 留 意 点

１ 本時の課題をつかむ。 ○ 長方形を倒してできた平行四辺形を提示し，平行四

辺形ともとの長方形の面積が同じかどうか予想させ，

平行四辺形の面積の求め方を考えよう。 意欲的に取り組めるようにする。

・ 斜めの辺と横の辺をかけたのではいけないな。長方 ○ 既習事項を使って求められないか，見通しを持って

形とは求め方が違うようだぞ。 操作できるように助言する。

２ 平行四辺形の面積を求め方を考える。 ○ 具体的操作に十分時間を確保し，どの子も考えが持

・２つの三角形に分けたら ・長方形にしたらできそう てるようにする。

できそうだ。 だ。 ○ 方眼に書いた平行四辺形や切り取った実寸の平行四

・対角線を引くと合同な２ ・切って移動すると長方形 辺形などを用意し，必要に応じて利用できるようにす

つの三角形ができるぞ。 ができるぞ。 る。見通しの持てない児童には，これを渡し操作でき

るようにする。

３ 平行四辺形の面積の求 ・平行四辺形の横の辺に垂 ○ グループではお互いに考えを説明したり質問したり

， 。め方を話し合う。 直になる線で切ると長方形 した後 わかりやすい発表の仕方を考えるようにする

・平行四辺形は三角形の２ になるな。 ○ それぞれの考えの相違点を話し合うことによって，

倍になっているな。 ４×６ 考えを整理する。

６×４÷２×２ ○ 帰着した図形や操作の方法から，考え方を２つに類

型化する。

・方眼を数えると面積が求められるが変形した方が簡単 ○ より簡単に求められるのはどれかを考えるように助

で早いな。 言する。

・いろいろな方法があるけれど，大きくまとめると２つ （評価 【考 「平行四辺形の面積の求め方を考えるこ） 】

の三角形にする方法と長方形にする方法になるな。 とができる」

・長方形や三角形の２カ所をはかれば面積が求められる Ｂ：三角形の面積をもとにする考え方と，長方形の面積

な。 をもとにする考え方を理解し，平行四辺形の面積を求

・三角形の方は÷２×２が消えると長方形と同じような めることができる。

式になるな。 Ａ：上記のことに加え，２つの三角形に分けた方法の式

は，÷２×２が相殺しあって長方形の面積をもとにす

る考え方の式に統合されることに気づく。

４ まとめをする。

・平行四辺形の面積は横の辺とこれに垂直なところの長 ○ どこの長さを使って面積を求めているのかがはっき

さを測ればわかるな。 りするように印を付ける。

・三角形のように，平行四辺形でも面積を求める公式が

できそうだ。


